
竹島に関する隠岐調査の
成果と現状 

隠岐の島町総務課竹島対策室 



●国の責務（主権国家として） 

●町の責務（記憶の継承） 

●日本（島根県・隠岐の島）にしか
ない事実の検証 



●聞き取り→証言の点在 

⇒記憶にある竹島の話の収集 

⇒時代（年代）や場所も様々 

⇒それぞれを点として記録 



～点と点を結ぶ～ 

●対象者：高齢者を中心 

●手法：文献と証言の照合、記録 

●対象年代：明治後期～昭和初期 



～昭和初期の竹島漁労の実態～ 

●運搬船を利用（漁船） 



●竹島への航海と到着後の様子 

八幡伊三郎氏の日誌 

・久見のカナギ漁師 

・昭和１１年～１３年に、
４回竹島へ渡航 

・竹島での漁の様子を
詳細に記録 



●日誌に見る竹島漁（出港～到着） 

・航海時間 

・到着後の様子 



●日誌に見る竹島漁（到着後） 

・漁（和布刈り） 

・漁（カナギ） 



●日誌に見る竹島漁（漁～帰島） 

・荷揚げの様子 

・帰島する人 



●漁獲物について（アワビ・サザエ） 



●漁獲物について（アワビ・サザエ② ） 

・総漁獲量 

・エピソード 



●漁獲物について（アシカ） 



●漁獲物について（その後） 



●漁獲物について（その後②） 



●漁獲物について（その後③） 



●その他の竹島関連資料 

・八幡伊三郎氏が使用
した漁具（箱メガネ） 

・竹島で使用したとされ
るもの 





●その他の竹島関連資料 

・海図「日本海西部」 
・久見漁協倉庫より発見 

・隠岐と竹島を結ぶ鉛筆
の線の記入あり 



●その他の竹島関連資料 

・カンコ船の模型 

・竹島で使用された船と
同様の作り 



●その他の竹島関連資料 

・カンコ船の設計図（中山式造船図） 



●問題の長期化 

●関係者の高齢化 

●竹島問題の風化 

●証言・史料保存のタイムリミット 

～調査の緊急性～ 





ありがとうございました 


